
大村市立桜が原中学校 

令和７年度 地域貢献活動 

～ 古賀島西公民館祭り 振り返り ～ 

  

  

  

 

日  時 ：  令和７年１１月１５日（土） １０：００～１５：００ 

参加人数 ： １１名（１年生 ５名 ２年生 ６名） 

 

 



 

 

 

 

 



◎今回の活動を終えての感想（原文） 

 〇午前中は消火器を使った消火訓練、煙の中を移動する煙中避難訓練を行った。煙中避難訓練は思ったよりも視界

が悪くて予想以上に怖かった。もし、火事になった場合にいち早く対処ができるようにしていきたい。 

午後は地域の方たちと一緒にグラウンドゴルフを行った。グラウンドゴルフをするのは初めてでうまくできなか

ったが、同じ班の方々が優しく教えてくださって、ちょっとずつできるようになっていって楽しかった。今回は

途中までしか参加できなかったがまた機会があったらやってみたい。 

 〇火についての学びが深まりました。今後消化器を扱うような状況になったら、今日学んだことを活かそうと思い

ます。 

 〇今回の活動で、地域の方々や桜中の人達と交流することができたので良かったです。この体験を普段の生活に活

かしたいです。 

 〇消防のことについては消火器の仕組みや、火事になったときの逃げ方を知ることができました。グラウンドゴル

フでは、お年寄りの方々とスポーツをしたり、教えてもらったり、褒めたり褒めてもらったり、協力してすること

で親しみを感じました。 

 〇今回、グランドゴルフが主としてのボランティアでしたが、最初、煙体験に参加させていただき、普段では体験で

きないような貴重な体験ができたと思います。また、グランドゴルフでは、年上の方々や、同じ桜が原中学校の先

輩などと関わることができ、とてもいい体験ができたと思いました。これからももっといろいろなボランティア

に参加し、いろいろな人と関われたらいいなと思っています！！ 

 〇煙の中に入る体験や、消火器の使いかたについて学ぶことができました。ゴルフも初めてしたけど楽しかったで

す。 

 〇地域の人たちとの交流ができてよかった。また、グランドゴルフでは、チームの人に教えてもらって嬉しかった。 

 〇消火器や消火についてよくわかりました。煙の中を歩く体験が面白かったです。 

 〇手伝い(テントの設置とか)をするんじゃなく、地域の人との交流がメインだったのに驚いた 

 〇今まであまり防災のことなど気にしていなかったけど、結構大切なことなどで良いことを学べたと思いました。 

 〇いろんなことがわかった。 

 

◎今年の地域貢献活動を終えて（所感） 

 ２学期に入り３年生の参加が少なくなったが、１・２年生でも、初めて活動に参加する生徒が増えてきて

いる。また、本校で発足した「ちょボラ部（ちょこっとボランティア）」にも参加を呼び掛けてもらうなどし

て、本活動が少しずつ浸透してきている。 

 今年度の活動数は昨年度よりも少ないが、延べ人数は昨年度を大幅に上回った。また、参加者全員が地域

の人々との交流を通して活動の楽しさや地域の良さを知り、活動の意義を十分理解しているのが生徒の様子

から感じられた。地域の方々からも「中学生から元気をもらった」との言葉を数多くいただき、コミュニテ

ィスクールとしての本校の存在意義を再確認することができた。 

 今後は、不登校や不登校傾向にある生徒等にも参加を強く促し、学校だけでなく地域において自己肯定感

や自己有用感を高めることができる場を地域とともに作っていきたい。そのためにも、地域との信頼関係を

築きながら、「地域の子どもは地域で育てる」体制づくりを学校運営委員会と協議していきたい。 

 次年度に向けて、校区内各町内会や老人会に地域貢献活動への本校生徒の参加の場を募っている。本校生

徒の潜在的な参加意欲を顕在化させ、参加の輪を広げていくことで、「地域に開かれた学校」としての使命

を果たしていく。 

 


